




　「八雲立つ」といえば「出雲」の枕詞である。出雲では古くから宍道湖などの湖が信仰の対象となっており、そこから立ち昇る白霧を、古代の人々は神秘的に捉え いた。湖に住まう神が、己の力を活性化させ、天に向かい白霧を立たせている、というのだ。 「八雲立つ」とは、まさにそのような景色を表し、出雲 象徴として当時の歌 詠 れていたと考えられ 。　二〇一二年九月十一日、私達は東海道新幹線で三時間か
け東京から岡山へ向かい、岡山から出雲 目指 特急列車・やくも号に乗り込んだ。そこ の りは平地の東海道と明らかに異なり、眼前に迫 ように鬱蒼と草木が生






















跡で出土した三五八本の銅剣の展示を 学した。銅剣は、弥生時代のはじめに大陸か 伝わった青銅製の武器の一種である。日本では多く祭器として利用さ ていたと考えられるが、今ま に発見された数は全国で百本前後だったということから、 「三五八本」は驚くべき数字である。展示室の壁中に銅剣三百本がずらりと並べられ いる様は壮観で、私達は圧倒されてしまった。いずれも五〇㎝前後の中細型で、なかご部分に「×」印が刻まれており、このような印は荒神谷遺跡と隣在す 加茂岩倉遺跡以外 例がなという。印の意味自体は未だ謎に包 れ る 、祭器としての役割を終えて埋納されたという説 現在最も有力視されているようだ。　
博物館の前では『古事記』編纂一三〇〇年を記念して
神話博しまねのイベントが行われていたが、そこの神話映
像館で須佐之男命の物語を見た。話はかの有名な八岐大蛇退治で、序盤の話（高天原から追放されたところから、八岐大蛇退治を決意するところまで）は巨大なスクリーンに映像が流れているだけだったが、いざ八岐大蛇の首を取ろうというところ 須佐之男命に扮する役者が剣を携えて舞台に現れた。地元の伝統芸能を基にした剣舞を披露しつつ、映像の八岐大蛇と壮絶な戦闘を繰り広げた。二次元と三次元の表現を絶妙なバランスで活用した、非常に見応えのある作品となってい しかし、私達はここで一つの疑問を感じた。 『古事記』において、八岐大蛇は酒で眠り落ちた所、須佐之男命 首を全て切られて死に絶える。方、神話映像館では 須佐之男命は酔わせることに失敗し、八岐大蛇との直接対決を強いられる。この差異は一体何なのか。　
神話博しまねを後にしたバスの中で、池田先生は以下の
ように説明された。古代において、英雄とは『古事記』の須佐之男命 ように知恵を働かし、たった一人で敵を討ち倒すものだった。しかし 大陸から渡来した儒教思想の浸透によりそのような英雄像は通じなくなっ い 。後世の人々は、英雄とは相手が如何 外道であっても正々堂々と戦って勝利する として、当時の英雄像に相応 く八岐大蛇退治伝説の内容を変えてしまっ である。現に、






こからは時間をかけて出雲の沿岸部へとバスを走らせた。須佐之男命と天照大御神とを祀り日本の夜を守るとされる日御碕神社に向かうのが目的だが、その前 日御碕の灯台に立ち寄った。出雲大社周辺の町並みとは打って変わり、こちらは海の町といったところか。土産物の店がいくつも立ち並び、その場でイカやサザエを焼いて売りさばい いた。ただ、この時点で午後四時を回 たため、どこも閉店直前の閑散とした空気をかもしていた。　
日御碕の灯台は、この通りを抜けた先にあった。空も晴
れて雲間からは日が差し、 からの波音も静かに響き、灯台から日本海を一望するには絶好 機会と言えた。 しかし、私はここで不安を覚え 。灯台は、西洋絵画から飛び出てきたような美しい純白の石造りで 簡単に明治期の建物
と推察出来た。つまり、エレベーターの設置が無いほど古い建物ということだ。そもそも、灯台にエレベーターなど設置されているのか。一階の受付には「日本一高い灯台」という謳い文句の紙が張られており、鉄筋の階段は人ひとり通るのがやっとで、薄ぼんやりと下が見える。這うようにして何百という段数を登っ 先に、何が見えたかといえば、私は知らない。灯台の階段を前に「怖い！」とは叫べず、泣く泣く頂上まで登 たのだが、あま 高さ 座り込んでしまい、 景色を見るどころではなかった だ。ただ、皆が揃ってカメラを手にはしゃ でいたのだ 、灯台からの日本海は素晴ら い だったに違 ないだろう　　
この日最後に私達が訪れたのは、国引き神話と国譲り神
話の舞台・稲佐の浜だ。国引き神話は『出雲国風土記』にあり、出雲の神・八束水臣津野命が網で対岸の土地を引き寄せて出雲国に結びつけたというもの。国譲り神話は『古事記』にあり、 天照大御神 三度にわたって使者 派遣し、ここで大国主命に 国を譲るよう迫ったと うもの。このように多くの神 が語られるだ あって 稲佐の浜 実に雰囲気のある場所だった。西には日本海が悠然 波を立てて広がり、東には草木の豊かな山が連なって霧がかっている。山や海を神そのも と捉えていた古代 人々が こ













いて出雲から松江にかけての見学地を回った。最初 荒神谷遺跡だった。 「遺跡」というよりは、芝生の広場や蓮花の池がある「公園」といった ころで、付近の住民がバトミントンを楽しんだり、のんびりと池 周辺を散策していたりした。うだ ような暑さの中にいたが、私達も殆ど散歩気分で、資料館、発掘跡地 復元住居を見ていった。ここから出土 青銅器の数々は、先に述べたように一日目の神話博しまねで鑑賞したが、資料館や発掘跡地でその発掘行程を写真と詳細な説明文によって知ることができる。遺跡から青銅器を発掘する作業員、破損した出土品を復元する職人、そこから当時の文化を考察する学者、あらゆる分野の人間が遺跡の研究に参加していたことが解った。未だ謎は多いが、今後どのような発見がなされるかも注目するところであ 。











なっているようだ。玉造には、 『出雲国風土記』 『延喜式』に記述を残す由緒正しい神社がある。その名も、玉作湯神社。祭神は玉造部の祖神・櫛明玉神であり、元々は玉を作る神として祀られていたようだが、近・中世まで時代が下ると、玉作の守護神とい よりはむしろ温泉の守護神として信仰を集めたらしく、近世にはもっぱら湯船大明神と呼ばれていたようだ。これが実によく出雲の という土地を表し い 。玉作史跡公園から坂を下った所には 街が広がっていた。 一日目 夜に温泉を楽しんだ者としては、ぜひとも玉造温泉にも浸かっていきたかったが、御昼休憩の一時間で実行するには不可能だったため、仕方なくバスで次 目的地へと向かっ （土産には勿論 瑪瑙 勾玉を買っていったが。 ）　　　　　
加賀の潜戸（旧潜戸） 、闇の深い洞窟の中に小石の積ま
れた山がいくつも並んでいる そのような光景を知 いるだろうか。 親より先に死んだ子の霊が集まって親を慕 、石を積み上げて塔 作ると う賽の河原伝説から、毎年子どもを失った親がここに仏花や玩具を供えていくと う。




客と船主一人を乗せた船は、絶え間無く水飛沫を上げて颯爽と海を渡っていく。吹き付けてくる風は清々しく、私達を気持ち良くさせた。しかし、船を降りて加賀の潜戸（旧潜戸）に一度入ってみると、仏像がいくつも鎮座し、例の小石が積み上がった所などは酷く重々しい空気に包まれていた。私は背筋の凍る思いですぐに引き返 てしまった。友人の中には、私と 緒にな この場を後にした者がいたが、その子は霊感が強か らしく、突然吐き気 覚 、仕舞には激しく泣き出してしまった。船に戻ってすぐに収まったが、今振り返ってみても、実に不気味な場所だった。潜戸の奥まで歩いた友人の話では、真新し ランドセルや片方しかない靴が生々 かったという。　
ただ、私達の目的はこの旧潜戸ではなく、遊覧船が次に



























し、本殿の裏手にある鏡の池 向かった。ここは稲田姫命が日々の飲み水として、また姿 写す鏡としていたという伝承があり、良縁の訪れが早いか遅いかを占えるのだ。方法は簡単で、占用和紙に硬貨一枚（十円もしくは百円）を乗せ、それを池の水面に浮かべれば い。十五分以内に沈めば良縁が早く、三十分以上遅く沈めば良縁が遅れるというが、皆無事に十五分以内で沈んだようだ。　
この日は専ら松江の神社巡りとなった。八重垣神社から
始まり、神魂神社、熊野大社、揖夜神社を参拝 た。神魂神社は、現存する最古の大社造り建物である。出雲大社と同様の造りで 古代の宮殿を元 したものと考えられており、正方形の建物内部は古典的な日本家屋に近く、屋根の両端には千木という木板を交差させたものが設けられている。千木は、元々建物の補強の為にあった 、時代が進むにつれて装飾の意味を持ち始めた。神社の祭神の性別によって形が異なり 女性神（神魂神社）の場合は先端を水
平に切られ、男性神（出雲大社）の場合は垂直に切られているという。しかし、 「最古の建造物」という肩書があるだけに、神魂神社は人気のない山中にひっそりと建っており、塗装が殆ど剥げていて全体的に白んで見えた。ただ、周辺には青々と草木が茂っていたので、私達の目には趣深い景色に映っていた。　
熊野大社は出雲国一之宮で、出雲国造の代替わりの際に
行われる火継式の舞台となる場所である。旧国造が亡くなると、新国造は熊野大社の鑽火殿で燧杵と燧臼とを用いて神火をきり出し、その火で調理した食事を食べることにより出雲国造となる。これは、 「火」と「霊（ひ） 」が同一視され、火で調理したものを食べることで出雲国造の霊魂を体内に取り込むという意味合いからだと う。熊野大社で毎年行わ る鑽火祭は 火継式に倣って火をきり出す 事である。　
揖夜神社は、近くに黄泉比良坂があり、黄泉国（死者の
国）と関係の深い神社である。主祭神はや り伊弉冉命ある。 『古事記』や『日本書紀』において黄泉比良坂は黄泉国と葦原中国（現世）を繋ぐ道のこ で、伊弉諾命が亡妻（伊弉冉命 を求めて黄泉国へ行ったという話 よく知られており、境内の石碑には「神蹟黄泉比良坂伊賦夜伝説地」と刻まれていた。二日目 加賀の潜戸（旧潜戸）とい




城に立ち寄った。出雲神話とは直接の関係は いものの、「松江まで来て古くから人々に親しまれている名所に行かなかったと言うのも、なんだから」という事である。九月十一日から十三日までの三日間 出雲市から松江市にかけて旅したわけだが、出雲は実に見所の多い土地で、まだ行きたい所もあった。私達は名残惜しく、松江城 出雲の景色を一望 、万葉旅行の締め括りとした。そして、また六時間かけ 東京へと帰って行ったのである。
結
　『古事記』編纂一三〇〇年記念に、なぜ出雲へ行くのかと思われる方もいるだろうが、こう て出雲の地を見て回った者から言わせ と、確 に『古事記』が作られたは中央の大和朝廷（奈良県）だが、 『古事記』などの神話や伝承が今も息づいているのは出雲のように思える。大和朝廷もかつては日本独自の伝承や儀式を持っ いたはずだ
が、奈良・平安時代にかけて大陸の政治・文化を取り入れるようになり、それらが消えていくだけでなく、街の風景自体も変容していった。建造物の大半が中国様式に習い、仏教の普及から寺院が建て れ、人々の習慣・思想も儒教によって支配されるようになった。そ 名残 今の奈良県や京都府にあり、まったくもっ 可笑しなことだが、 ・京都は日本古来 文化とは少々離れ しまった部分もあるといえるかもしれない。　
一方、 出雲は『古事記』などの神話や伝承に多く登場し、
今もその名残がある。それは大和朝廷が無視出来ないほどの強大な勢力が古代にあったためだと考えられている。その勢力によって、多くの神社が出雲に建て れ、現在に至るまで神々への信仰 続いているのであ 。（かみや
　
みどり・実践女子大学文学部平成二十四年度三年生）




212871実践国文学83_縦_校了.indd   88 2013/03/21   15:02:36
